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執筆者（五十音順）

刊行にあたって
　写真は芸術・産業分野に限らず，もはやその存在を意識しないぐらいに日常生活の中に深くとけ込んでいる．無意識
のうちに写真文化に浸っていると言える．近年さらにデジタル写真システムが発達して，写真の世界は日々 大きく変貌し，
写真の文化もまた新しい広がりを見せている．……デジタルシステムの解説書は多数出版されているが，多くはIT技術
の一環としてマニュアル的に捉えられており，写真文化の立場から見て書かれたものは少ない．
　このような情勢に鑑みて，写真についてほぼ90年にもなる歴史を持つ日本写真学会が，写真をよく知る人々に執筆を
依頼して，近年の情勢にあわせて編集したのがこの「写真の百科事典」である．本書は良い写真を撮り，観るという観
点から解説した，デジタル写真システムの時代にも合致する新しい写真の事典である．　　　　　　　（本書「序」より）
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メラがデジタルカメラに変わっても，一眼レフの
構造と地位は変わらず受け継がれている．
　二眼レフ（二眼レフレックスカメラ）の元にな
ったのは，二眼式のカメラである．図 1.8は 1872

年にイギリスのマリオン社から発売されたレポー
ター・カメラである．このカメラでは，レンズを
保持するレンズボードと後部ピントグラス保持枠
が上下で一体になっていたので，撮影画角とピン
ト調節も連動し，大きな画面のファインダーを使
用することができた．現代のデジタルカメラ背面
の液晶画面と対比させると興味深いが，二眼式カ
メラにはファインダーの像が上下左右逆像という
使用上の不都合があった．
　その後 1880年にファインダー側の光路に 45度
の角度に反射ミラーを配置した二眼レフカメラが
発売された．ガラス乾板の時代には，一眼レフカ
メラに対して二眼レフの利点は少なく，商品とし
ての本格的な二眼レフは，1929年に発売された
ローライフレックスである．図 1.9はその断面の
模式図である．
　撮影光路とファインダー用の折り曲げミラーの
背後の空間にフィルムの供給と巻き上げスプール
が配置され，コンパクトで合理的な設計となって
いる．二眼レフカメラは第二次世界大戦の前と戦
後に 2回のブームがあり，数多くの機種のカメラ
が生産された．1960年頃に 35 mm一眼レフカメ
ラが多数市場に現れるようになると，二眼レフカ
メラはごく少数の存在となる．

　35 mmレンジファインダーカメラは，密着焼
付が基本で，利用するプリントの寸法に対応す
る，多様な寸法のガラス乾板カメラが主流であっ
た時代に登場した．1925年，ライカ A型が発売
されたが，1932年以後，距離計連動とレンズ交
換式の精密カメラとして高級カメラの代表的な存
在となった．第二次大戦後，1960年代までは数
多くのメーカーが高級カメラとしてレンジファイ
ンダーカメラを製造したが，35 mm一眼レフカ
メラが発展すると数の少ない存在となった．
　カメラに用いられる技術としては，露出の自動
化，焦点合わせの自動化がある．高精度で多機能
の制御が電子技術で達成されてきたわけである
が，これらの技術は現在のデジタルカメラにその
まま受け継がれている．

スチルビデオカメラからデジタルカメラへ

　「デジタルカメラ」【厳密には，ビデオカメラと
の対比で「デジタルスチルカメラ」】という用語
が定着しているが，技術史上は「スチルビデオカ
メラ（電子スチルカメラ）」について一通り触れ
る必要がある．半導体素子の技術が進展するとと
もに，ハロゲン化銀が用いられている当時の写真
を，電気的な手段で置き換えられないかという研
究が盛んに行われるようになった．1960年から
1970年代にかけて，研究としては大別して二つ図 1.8 　二眼式カメラ【レポーター・カメラ（1872）】

図 1.9 　二眼レフレックスカメラの断面図


